
－21－ 

令和７年６月玉川村議会定例会 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

令和７年６月１０日（火曜日）午前１０時開議 

日程第 １ 一般質問 



－22－ 

出席議員（１２名） 

     １番  小 針 善 誠 君      ２番  堀 越 美 保 君 

     ３番  佐久間 福 男 君      ４番  円 谷 兼 一 君 

     ５番  岩 谷 幸 雄 君      ６番  大 羅   将 君 

     ７番  須 藤 安 昭 君      ８番  林   芳 子 君 

     ９番  飯 島 三 郎 君     １０番  三 瓶   力 君 

    １１番  石 井 清 勝 君     １２番  小 針 竹千代 君 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長 小 原 幸 春   会計年度任用 須 藤 智恵子   

──────────────────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

村 長 須 釡 泰 一 君 副 村 長 丹 内 一 彦 君 

教 育 長 岡 崎 寛 人 君 総 務 課 長 塩 田   敦 君 

企画政策課長 添 田 孝 則 君 住 民 課 長 大 越 健 一 君 

税 務 課 長 兼 
会 計 管 理 者 増 子 広 行 君 健康福祉課長 坂 本   敬 君 

健 康 推 進 
担 当 課 長 

廣 瀬 亜紀子 君 
産業振興課長 
兼農業委員会 
事 務 局 長 

小 針 達 夫 君 

地域整備課長 小 針 武 彦 君 
遊 水 地 
対 策 室 長 

溝 井 浩 一 君 

教 育 課 長 塩 澤 春 美 君 学 校 等 整 備 
対 策 室 長 

須 田 潤 一 君 

公 民 館 長 高 林 浅 輝 君   

  



－23－ 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（小針竹千代君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12人です。 

  定足数に達していますので、本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（小針竹千代君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（小針竹千代君） 日程第１、一般質問を行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 大 羅   将 君 

○議長（小針竹千代君） ６番、大羅将議員の発言を許します。 

  ６番、大羅将議員。 

〔６番 大羅 将君登壇〕 

○６番（大羅 将君） ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、前もって通告を

しておきました２件について質問をさせていただきます。 

  まず、１件目ですが、熱中症対策についてでございます。 

  令和６年、2024年５月から９月にかけて、全国における熱中症による救急搬送人員は９万

7,578人で、平成20年の調査開始以降、最も多い搬送人員となりました。 
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  年齢別に見ると、高齢者、満65歳以上が最も多く、５万5,966人、57.4％、次いで成人、

満18歳以上、満65歳未満が３万2,222人、33.0％、少年、満７歳以上、満18歳未満が8,787人、

9.0％、乳幼児、生後28日以上、満７歳未満が601人、0.6％の順になっています。 

  福島県においても1,296人の方が救急搬送され、重症24人、死亡１人、過去４番目に多い

搬送人員となりました。 

  福島県で熱中症が発生する場所として、住居46.9％が最も多く、次いで公衆屋外15.4％、

工場等11.0％、道路9.3％、公衆屋内5.2％、農林水産業3.9％、教育3.0％、その他5.2％の

順になっています。 

  また、令和７年、2025年６月１日からは、労働安全衛生規則の改正があり、福島県を含む

全国の職場において、熱中症対策が事業者の義務となっております。 

  本村でも熱中症による搬送人員減少、初期症状の早期発見や重症化を防ぎ、熱中症から村

民の命を守るための対策をしてほしく、次の４点について伺います。 

  １点目は、本村のこれまでの熱中症対策実施内容と発生状況を見て、今後の熱中症対策に

ついて村長の考えをお伺いいたします。 

  ２点目は、令和７年６月１日施行「職場における熱中症対策の強化について」、役場庁舎

内の体制整備や対応についてお伺いします。 

  ３点目は、熱中症発症を予防するための、個人へのエアコン購入や電気料金などの補助金、

その他熱中症に対する支援についてお伺いします。 

  ４点目は、指定暑熱避難施設、クーリングシェルターの設置についてお伺いします。 

  ２件目は、公共施設の予約システムサービスについてでございます。 

  国が策定した自治体ＤＸ推進計画に基づき、本村でもＤＸを積極的に推進しており、住民

サービスの向上、業務効率化、データ活用の高度化を目指しています。 

  住民が行政サービスのＤＸ化を実感できる一つとして、インターネットを活用した公共施

設の予約システムサービスがあります。本村でも、すがまプラザ交流センターは、電話やメ

ール以外に、専用のホームページで予約状況の確認や予約申請をすることができるようにな

っております。 

  しかし、ほかの公共施設は、電話で空き状況の確認や予約ができる施設、平日の窓口が空

いている時間に直接行き、専門用紙に記入しなければ予約できない施設など、空き状況の確

認や予約方法に違いがある状態となっております。 

  また、すがまプラザの予約システムサービスにおいても、すがまプラザ交流センターの体
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育館のインターネット予約ができないことや、時間僅差での予約申込みによるダブルブッキ

ング、人的ミスによるトラブルなど、様々な課題が発生しています。 

  本村でも、全ての公共施設の予約システムを一本化し、24時間いつでもどこでも、パソコ

ンやスマートフォンから空き状況の確認や施設予約の申込みができれば、住民の利便性向上

や職員の業務効率化を図ることができ、さらに施設の利用率も向上すると考え、次の３点に

ついて伺います。 

  １点目は、本村にある全ての公共施設の予約確認方法、予約申込方法における各施設での

差異についてどう捉えているのか、村長の考えをお伺いいたします。 

  ２点目は、本村の公共施設予約システムサービスの一本化に対する村長の考えをお伺いい

たします。 

  ３点目は、今後の住民の利便性向上や利用率増加、職員の業務効率化などを図る考えがあ

るかお伺いします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（小針竹千代君） ただいま一般質問のとおりです。 

  当局の答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 須釡泰一君登壇〕 

○村長（須釡泰一君） 皆さん、おはようございます。 

  ６番、大羅議員のご質問にお答えいたします。 

  熱中症対策についてでありますが、１点目の今後の熱中症対策につきましては、これまで

村が実施してきた熱中症対策は熱中症の危険が高まる時期に合わせて、予防のポイントや対

策に関する情報を、村広報紙やホームページ、ＳＮＳ等を活用して、村民の皆様に情報提供

しております。 

  また、熱中症により救急搬送される方の年代別では、議員のご指摘にもありますように、

高齢者の割合が高く、屋外のみならず屋内でも発生しております。そのため、高齢者には個

別に丁寧な呼びかけが必要であることから、高齢者学級や各地区で実施している高齢者サロ

ンにおいて、保健師が講話等による注意喚起を行い、併せてパンフレットや啓発グッズの配

布を行っております。さらに、日頃の見守りや声かけも大変重要でありますので、村社会福

祉協議会や民生委員等と連携し、家庭訪問の際に注意を促しております。 

  今後につきましても、これまでの取組をしっかりと継続していくとともに、熱中症対策は
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行政だけではなく、村民一人一人の意識向上が不可欠であることから、地域住民との協力体

制を築き、ボランティア団体や各老人クラブ等と連携して、地域全体で熱中症対策に取り組

み、地域住民が自らの健康管理に努めることができるよう、引き続き、各種情報媒体を活用

して、積極的に情報提供や相談業務、家庭訪問等の各種支援を行ってまいります。 

  ２点目の熱中症対策における役場庁舎内の体制整備や対応につきましては、まず、役場庁

舎内の環境整備については、空調設備の適切な運用を行い、室内温度を快適な範囲に保つこ

とを基本としております。 

  あわせて、近年の気候変動やエネルギー問題に対する意識の高揚と、持続可能な社会の実

現に向けた重要な取組として、庁内における省エネルギー対策のさらなる推進のため、クー

ルビズ、ウオームビズの通年実証を本年４月より実施をしております。 

  役場庁舎内での熱中症対策は、職員の健康面のみならず、来庁される皆様への快適な場の

提供にもつながるものと考えておりますので、引き続き効果的な対策を講じてまいります。 

  ３点目の個人へのエアコン購入や電気料金などの補助金、その他の熱中症に対する支援に

つきましては、エアコン購入に関する補助金や電気料金に対する補助金等については、既に

設置済みの方は自分自身の資金で設置しているため、公平性が保たれないこと、また身体的

な事情等により、エアコンの使用が困難なケースもあり、村民に不公平感が生じないことが

大切であると考えておりますので、現段階では考えておりません。 

  その他の熱中症に対する支援については、さきに答弁しましたとおり、村民の皆様に対す

る予防や対策に関する、きめ細やかな情報の発信、熱中症リスクが高いとされる高齢者に対

して、関係機関と連携した見守り支援等を実施してまいります。 

  ４点目の指定暑熱避難施設、いわゆるクーリングシェルターの設置につきましては、気候

変動適応法第21条で、熱中症による、人の健康に係る被害の発生を防止するため冷房施設を

有するなど、一定の要件を満たす施設として、クーリングシェルターを村として指定できる

と規定されております。 

  現在、村では、クーリングシェルターを指定はしておりませんが、昨年、県におきまして、

ふくしま涼み処として、村内２つの商業店舗と２つの郵便局、それに、たまかわ文化体育館

を加えた、５か所が登録をされております。 

  今後、村ではこの５か所に加え、要件を満たした商業店舗等へは、村商工会と共に協力要

請を行い、一つでも多くの店舗等にご協力いただき、クーリングシェルターとして指定を進

めながら、住民の安全安心のため、熱中症予防に取り組んでまいります。 
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  次に、２つ目の公共施設の予約システムサービスについてでありますが、１点目の公共施

設の予約確認方法、予約申込方法における各施設の差異につきましては、当時の設置目的な

どによる、それぞれの公共施設設置条例や要綱の違い、利用申請方法や許可方法の違いがあ

ることで、差異が生じていることについては認識をしております。 

  現在、担当するそれぞれの課において、管理、運営しておりますが、当然ながら利便性の

向上、住民サービスの向上のためにも、時代とともに進化することが大切でありますので、

公共施設の予約システム等については、必要になるものであり、その在り方や、具体的な進

め方等について調査研究してまいりたいと考えております。 

  ２点目の公共施設予約システムサービスの一本化につきましては、近年、利便性の観点か

ら、同種のサービスを導入している市町村も多く、先ほど答弁しましたとおり、将来的には

村においても必要な行政サービスと認識をしております。 

  一方で、情報通信技術の恩恵を受けることのできる人と、そうでない人の間に生じる格差、

いわゆるデジタルディバイドの解消の必要性や、既に導入されているシステムの改廃、費用

対効果の面など、様々なことを総合的に検討していくことが必要であり、今後、調査研究を

進めてまいりたいと考えております。 

  次に、３点目の住民の利便性向上や利用率増加、職員の業務効率化につきましては、現在

も住民の利便性向上や使いやすい施設となるよう各施設で取り組んでいるところであり、引

き続き改善を図ってまいります。 

  一方で、人口減少社会において、行政サービスの維持向上を図るためには、業務の効率化

が必要不可欠であり、運用方法の改善やデジタル化など様々な方面から取り組むことも必要

であると考えております。 

  このため、令和５年度に民間連携企業の協力の下、生体認証を用いた、入退室管理の実証

事業をコワーキングスペースで実施するなど、デジタル技術の導入による利便性向上や、業

務の効率化について検討を行ってきております。 

  将来的には、デジタル推進に係るロードマップ等を踏まえながら、施設予約や入退室管理、

使用料の納入等も含め、デジタル化を進めるなど、村民の誰もが不公平感がなく活用できる、

気がつけばデジタルという世界観を実現してまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） それでは、再質問をさせていただきますが、１点目の熱中症対策につ

いて。 
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  １点目のこれまでの熱中症対策実施内容と発生状況を見て、今後の熱中症対策についての

村長の考えについてであります。 

  答弁でもあったように、玉川村では熱中症の危険が高まる時期に、様々な方法で情報提供

をしていることは十分承知をしております。先日も村公式ＬＩＮＥに、５月22日に熱中症を

予防しましょうと通知がありました。添付されていた環境省の熱中症対策動画では、無理の

ない範囲で節電し、適切にエアコンを使いましょうや、喉が渇いたと感じる前に、水分、塩

分を補給しよう。熱中症弱者と言われる高齢者や子供等に対して、見守り、声かけを積極的

に行いましょうと。適切な予防対処を行うことで、熱中症を防ぐことができるという情報発

信をしております。 

  様々な方法で取組をしている本村では、村民の方で熱中症対策を知らないや、熱中症とい

う言葉を聞いたことがないという村民がいないと思うほど、積極的に情報発信をしていると

感じてはおります。 

  しかし、残念ながら、昨年の玉川村で熱中症による救急搬送人員は６名いたと聞いており

ます。十分な情報発信をしているにもかかわらず、熱中症の搬送人員がゼロ名にならない要

因はどこにあるか、村長考えているか、お伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  今、ご質問のとおり、昨年６件の事案が発生をいたしました。これは我々につきましても

大変残念なことでありまして、究極はやはり議員おっしゃるとおり、ゼロが究極だと思って

おりますので、それに向けてさらなる努力は進めてまいりたいと考えておりますけれども、

やはり、地道な活動をやっていくのが一番だと思っておりまして、それは、先ほど答弁した

ことの繰り返しになりますが、１つは知らないとか伝わらないということがないように、し

っかりと情報を伝えていくということがまずは大事だと思っておりますし、そのためには、

細かないろんな教室なんかも開催しておりますので、そういうところに行きまして、何度も

何度も繰り返しご説明をする、それが必要だと思います。 

  あともう一つは、今、玉川村では元気応援サポートということで、様々な団体と連携をし

て取り組んでおります。こういうサポート体制も整っておりますので、例えばボランティア

団体でありますもちもたの会なんかも一生懸命取り組んでいただいておりますから、そうい

うところとしっかりと連携を図りながら進めてまいりたいと思います。 

  あとは、訪問して、特にお一人の高齢者の皆さん方とか、高齢者同士で住まわれている方
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なんかの場合については、やっぱり何かあると心配ですので、訪問してその確認をすること

がとても大事だと思いますので、これからも引き続き、やっぱり基本的なことを大事にしな

がら取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） 熱中症を予防することを目的とした指標として、暑さ指数、ＷＢＧＴ

というのがあるのはご存じだと思います。１つは気温、２つ目は湿度、３つ目は日射、輻射

による周辺の熱環境、この３つを取り入れた指標になっており、この値が33以上と予想され

たときに、熱中症警戒アラートが発表されます。詳細は環境省熱中症予防サイトで見ること

ができ、近くの数値でいいますと、石川町双里にある暑さ指数の情報提供地区の数値を確認

することができます。しかし、玉川村の各行政地区の暑さ指数までは分かりません。 

  地域における熱中症対策の先進的な取組事例の一つとして、熱中症リスクの高い場所や時

間帯を把握するために、市内各所における暑さ指数の測定を実施し、熱中症リスクの評価な

どを行っている自治体や、熱中症搬送人員のデータを用いて、年齢層や場所を把握し、デー

タ化している自治体もあります。 

  今後そのような調査やデータ化を本村でする計画はありますでしょうか。村長にお伺いい

たします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  本当に暑さ指数ということで、大事な指数だというふうに考えております。これはスポー

ツなんかやる場合についても31以上の数字の場合については、原則スポーツが中止というふ

うな規定をされておりますので、とても大事な指数ですので、しっかりと我々行政に携わる

者としても、そこは踏まえる必要があるなというふうに思います。 

  今、大羅議員のほうからご指摘ありましたように、先進市町村の事例とか、あとは県内の

市町村だけではなくて、全国的な事例を調査するとかいう部分についてはとても大事だと思

いますし、それをどういう形で、我々が把握し、分析し、それを村民の皆様に周知していく

かという部分については、いろいろと検討すべきこともありますので、これからさらに庁舎

内、庁内で調査研究してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） 次に、２点目の令和７年６月１日施行「職場における熱中症対策強化

について」、庁舎内の体制整備や対応について再質問させていただきます。 
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  役場、庁舎内の環境整備について、空調設備を適切に運用していくのは大切だと思います

し、省エネルギー対策の推進としてクールビズ、ウオームビズを実施していることも効果的

な対策として高く評価をしております。 

  しかし、庁舎内の目の届く範囲にある指標の多くは、湿度、温度が分かる温湿度計が主だ

と思います。熱中症に関して言えば、先ほどもお話ししたように、それにプラスして日射、

輻射などの周辺の熱環境が分かるものが必要になってきます。 

  庁舎内の職員や住民が暑さ指数を一目で分かるように、環境管理温度湿度計を設置するよ

うな考えはないのかお伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  まずは、役場庁舎内で職員の健康管理をしっかりと守るということは、我々にとっては最

大の責務だというふうに思っておりますし、併せまして役場においでになります村民の皆様

をはじめお客様に対しても、快適な環境で過ごせるような、その場の提供というのも我々の

責務だというふうに認識しております。 

  そういう中におきまして、先ほどの質問と重なって、答弁と重なってしまいますけれども、

その暑さ指数というものについて、どういうところに、どういう把握をして、どういう形で

その分析し、それをどういう形でお知らせするかという部分については、先進例などを参考

にしながら調査研究してまいりたいと思います。 

  そういう中の一つとして、役場内にもどういう形でそれを提示するのがいいのかについて

は、考えていきたいと思います。 

  いずれにいたしましても、ここ数年、もう災害級の暑さということを言われておりますか

ら、その暑さ対策につきましてはしっかりと取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） 続いて、３点目の熱中症発生を予防するための、個人のエアコン購入

や電気料金の補助金、その他熱中症に対する支援について、再質問をさせていただきます。 

  福島県内でいいますと、天栄村では高齢者エアコン購入事業補助金として、対象者となる

65歳以上の方にエアコン購入及び設置に関する費用として、４万円を上限として交付してい

る自治体もあります。 

  また、東京都ではこの夏に限り、臨時的な特別措置として、夏の４か月間の水道基本料を

無償化する方針も明らかにされました。 
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  もちろん、これらは財源があってできることだとは十分に理解をしております。本来であ

れば、経済的な支援が一番だと思いますが、不公平感が生じないことも、確かに大切な考え

だと思います。 

  それらを踏まえますと、65歳以上の世帯に重症化を防ぐための熱中症対策応急グッズ、例

えば経口補水液や保存水、塩タブレットや瞬間冷却パック、電子体温計などの物品の支援の

考えはないのか、村長にお伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  まず、県内におけますエアコンの補助という部分につきましては、６市町村でやっている

という事実については、我々といたしましても調査し、把握をしているところでございます。

あと、村の社会福祉協議会のほうでも、独り暮らしの高齢者には配食サービスを行っており

まして、これは毎月行っております。ただ、夏季の部分につきましては、どうしても食中毒

等の関連もありますので、それはお弁当の代わりに保水液とかお茶とか塩分補給を提供する

という形にしているところでございます。 

  あわせまして、今、議員のほうからおただしのありました、その応急グッズという部分に

ついては、検証してみたいと思っておりますので、この部分について、どういう形がいいの

か、その65歳という一つの切り口があるんですが、それがいいのか、それとも独り暮らしと

か老人世帯だけとかというその対象もどうするのか。あと何にするのかという問題もありま

すので、その辺も先進事例などを参考にしながら、調査研究してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） それでは、４点目の指定暑熱避難施設、クーリングシェルター設置に

ついて、再質問をさせていただきます。 

  まず、昨年、福島県では、ふくしま涼み処として、本村の５か所が登録されていることは

承知しておりました。しかし、須釜地区においては、須釜郵便局１つしかない現状となって

おり、土日祝日の利用ができないことを懸念しております。まずは村としてできることを考

え、すがまプラザ交流センターを追加する考えはないのか。また、他自治体では、役場本庁

もふくしま涼み処として登録している自治体は多いのですが、玉川村役場本庁を登録するこ

とは考えていないのか、村長にお伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 
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○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  まず、涼み処として県が指定した５か所につきましては、確かにおっしゃられたとおり、

東部地区については１か所という形になっておりますので、例えば、今年度もうだんだん暑

くなってきておりますが、間に合うような形で、村独自のクーリングシェルターとして指定

をしてまいりたいなということで考えておりまして、それはその公共施設と民間施設という

形になっております。 

  民間施設につきましては、先ほど答弁しましたとおり、村商工会と連携する中で進めてい

きたいと考えております。公共施設の部分につきましては、現時点でも文化体育館でしたり、

就業改善センター、保健センター、あとは乙な駅たまかわとか森の駅ｙｏｄｇｅとかすがま

プラザ交流センターあたりがどうなのかという部分で、今検討しております。それぞれいろ

いろな事情だったりというのがありますし、ほかのお客様が入るという、そういう施設でも

ありますので、その辺、具体的にどういう形が一番いいのかについては、早急に、これは時

間がありませんので、検討していきながら、指定をしてまいりたいというふうに考えており

ます。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） 先ほどの答弁でもありましたとおり、クーリングシェルターは要件を

満たす必要があり、熱中症特別警戒情報が発表された際に、空調設備を備えた施設を一般に

開放し、住民が一時的に避難できる場所であります。 

  一方、涼み処は日常的な暑さ対策として、誰でも暑いときに休憩ができる場所として機能

をします。現在、村として涼み処を含む施設をクーリングしていない現状は、なぜ今までこ

うできなかったのか、村長にお伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  なぜ今までできなかったのかという部分につきましては、１つは、全国的な全体的な動き

があると思うんですが、ここに来まして、そういう動きが本格的になってまいりましたので、

我々も取り組みやすくなったというのは事実であります。 

  あとは、県が先行いたしまして涼み処という形で指定をしていただきましたので、それを

受ける形で、それを一つの参考として、こういう形でやると、本当に災害的なこの暑さのと

きに、村民の皆さんのその体調管理を助けることができますよ、支援することができますよ

というようなことで、民間の方に対しても働きかけやすくなったというのがありますので、
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そういう全体的な状況を踏まえて、今年度からの対応をしてまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） 熱中症対策の強化を強く望み、１件目の質問は終わらせていただきま

す。 

  ２件目の公共施設の予約システムサービスについて、再質問をさせていただきます。 

  まず、１件目の本村にある全ての公共施設の予約確認方法、予約申込方法における各施設

の差異についてどう捉えるかについてであります。 

  先ほどの答弁でもありましたように、各施設の設置条例や要綱の違いにより申請方法が違

うのは理解しておりますが、住民側からしますと、各課で申請方法が違うのはとても不便に

感じます。村外の方においては、ネット予約できる自治体と、紙申請しかできない自治体で

は、どちらが申請しやすいかは明確です。 

  今後、予約システムを進める中でも、各課での管理運営だと各施設の差異がまた発生して

しまいます。各課横の連携や、主となる課が必要だと考えますが、村長はどのように考えて

いるのかお伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  この予約システムの部分につきまして、当然に担当課が違うからそれぞれ予約方法が違う

んだという部分については、それはあくまでも役場内部の話であって、村民の皆さんでした

り、村外のご利用される皆さんからすれば、全然その違う次元の話だというふうに私は認識

しております。 

  ですから、これから、議員からもご指摘いただきましたとおり、課が違う、課がまたがっ

ているからできないんだじゃなくて、その部分についてはやっぱり住民サービスの向上、質

の高い行政サービスを提供していくためには、皆さんに負担をかけない、利便性を高める、

簡単でそして公平性を担保しながらそういう予約ができる、確認ができるというシステムが

必要になってくると思いますので、その在り方につきましては、先ほど答弁させていただき

ましたとおり、今後調査研究をさせていただきたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） 次に、２点目の公共施設予約システムサービスの一本化について再質

問させていただきます。 

  もちろん、デジタルディバイド、情報格差の解消は不可欠だと思いますし、せっかく公共
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予約システムサービスを導入したにもかかわらず、申請ができないというのは本末転倒にな

ってしまうので、段階が必要だとは十分に承知をしております。 

  しかし、例を挙げますと、令和６年度、たまかわ文化体育館では343団体、１万3,432人が

利用しており、予約状況の確認がしたい、簡単に申請できるようにしたい、変更やキャンセ

ルを容易にしたいなどと様々な声を聞くことがあります。 

  公共施設予約システムサービスを今後将来的に進めていくに当たり、利用者の多いたまか

わ文化体育館等の利用頻度の高い施設を一施設ずつ課題解決していくのか、それとも本村全

ての公共施設の課題をまとめて解決をしていくように動いていくのか、方向性をどのように

考えているのか、村長にお伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  １つずつやっていくのか、まとめてやっていくのかという部分につきましては、それも含

めて検討してまいりたいなというふうに考えております。 

  実は、今年５月１日に協定を結ばせていただきましたけれども、地域活性化起業人制度と

いうことで、今日も傍聴に来ていらっしゃいますけれども、そういう方々、専門的な方々の

アドバイスも受けながら、玉川村にとってのその予約システムはどうあるべきなんだという、

そのあるべき論をしっかりと押さえた上で、じゃそれに向かってどういう形で進めていくか

という、そういう形で進めてまいりたいなと。 

  その結果として、やっぱりまとめてやったほうが費用対効果的にも絶対いいですよとかと

いうお話になるかもしれませんし、そこまでやっていくと時間がかかり過ぎますから、やっ

ぱりできるところでやったほうがいいんじゃないかというお話もあるかもしれませんので、

そこにつきましては、専門家の方のご意見もお聞きしながら、今後検討してまいりたいと考

えております。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） 最後に、３点目の今後の住民の利便性向上や利用率増加、職員の業務

効率化などを図る考えがあるかについて再質問をさせていただきます。 

  今回質問をしている公共施設の予約システムサービスの導入については、住民サービスの

向上はもちろんのこと、職員の業務効率化も含めて質問をしているわけですが、将来公共施

設の予約システムサービス導入やその他デジタルの推進をしていくと、村民の生活がどのよ

うに変わっていくのか、村長が将来思い描いているデジタルとの関わりで玉川村はどう進化
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していくのか。先ほども答弁でありましたように、住民が不公平感なく活用できる日はいつ

来るのか。いま一度お伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 大羅議員の再質問にお答えをいたします。 

  デジタルという部分につきましては、いわゆるＤＸですけれども、これはやっぱり生活の

質を高めるために、利便性を向上させるためにどうしていくんだという部分では考えなきゃ

ならないと思いますので。 

  例えば、今までアナログでやっていた部分をデジタル化することによって、それは効率性

が高まりますので、時間的な余裕ができる、それを本来やるべきところに傾注していくとい

うところはとても大事な考え方だと思っております。 

  そういう意味では、まずは役場内のＤＸをどうしていくんだ、そして村社会としてのＤＸ

をどうしていくんだという部分につきましては、しっかりと考えなきゃならないというふう

に思っておりますし、これは誰か一部分の人が便利になっても、これはしようがない話です

ので、玉川村村民の皆さん全体がそのＤＸ化することによって、利便性を向上させていくと

いうことがとても大事だというふうに認識しております。 

  そういう意味で、我々といたしましては、最初からその玉川村ＤＸの計画ロードマップと

いうのを策定しておりまして、これはそのときそのときにおいて、将来を見据えた上で、ど

ういう形で進めていけばいいのかという部分のロードマップを作成しておりまして、それに

向けて取り組んでおります。これは気がつけばデジタルというのが最終的な目標にしている

んですが。本当にデジタルやるぞというふうに意識してやるんではなくて、もう自然体とし

てもうデジタルに触れていく、デジタルがもう取り入れられる、そういう社会をつくってい

くことがとても大事じゃないかなというふうに認識しております。 

  そういう意味では、繰り返しになりますが、地域活性化起業人制度を今回導入させていた

だいたというのは、そういう意味でも村にとっても大きなことじゃないかなというふうに認

識しております。 

○議長（小針竹千代君） ６番。 

○６番（大羅 将君） デジタルが生活の一部になり、気がつけばデジタル、そんな日が一日

も早く来るような村づくりを期待し、私の一般質問は終了させていただきます。 

○議長（小針竹千代君） これをもって、６番、大羅将議員の一般質問を終わります。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 林   芳 子 君 

○議長（小針竹千代君） 次に、８番、林芳子議員の発言を許します。 

  ８番、林芳子議員。 

〔８番 林 芳子君登壇〕 

○８番（林 芳子君） ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、さきに通告して

おきました２件について質問させていただきます。 

  １つ目、玉川村における男女共同参画に対する取組と今後について。 

  今までタブーとされていた言葉が最近耳にすることが増えてきました。生理の貧困、この

言葉。経済的な理由などから生理用品を入手することが困難な状態や、生理についての正し

い知識の不足を指しており、女性の心身への深刻な影響が問題視されています。 

  コロナ禍以降、頻繁に耳にするようになり、テレビや各自治体、国の男女共同参画局推進

課では、令和３年度、生理の貧困への支援に関する項目を盛り込む、地域女性活躍推進交付

金、地域子供の未来応援交付金等に取り組み、年度ごとのデータを発表しております。 

  そこで、各自治体で発表されたデータを基に、以下について伺います。これは玉川村分に

ついてです。 

  １つ目、玉川村では、第１弾として、令和５年４月１日からなくなり次第ということで、

提供場所を保健センターにしてあり、どれくらいの期間でなくなりましたか、伺います。 

  ２番目、生活困窮に係る相談を受けた際に個別提供及びセンターに設置。相談者は、来所

された方のみの受付になるのか、電話による相談はあったのかお伺いします。 

  ３番目、第２弾として、令和６年４月から10月までの間、72パックが村内中学校への提供

ということで、保健室での管理、配布をしております。これは、なくなるまでの期間はどれ

くらいあったのか伺います。 

  ４番目、中学校にのみ配布とした理由についてお伺いします。 

  ５番目、小学校を含めた他の公共施設等への設置の考えはあるのかお伺いします。 

  ６番目、村の防災倉庫の備蓄品としての衛生用品はあるのかお伺いいたします。これは、

生理用品と紙おむつ、大人用、子供用とします。 

  ２番目として、ＤＸ推進と地域活性化について。 

  村は、昨今叫ばれている自治体ＤＸの推進に力を入れており、５月１日には東京のＩＴ関
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連事業の会社と地域活性化に関する協定を結んだと新聞に掲載されており、今後期待すると

ころは大きいものがあると思われます。 

  会社のほうからも、村職員の知識やスキルの底上げに貢献、現状を把握し、ニーズに沿っ

て活動したいとの意気込みを感じました。 

  2014年からの地域活性化への注目により、全国の自治体が人口減少、少子高齢化、東京一

極集中問題による地方の過疎化、限界集落化の回避に取り組んでおり、他の町村から、玉川

村はいろいろやっていてすごいですよねとの羨望のまなざしで見られていますが、いろいろ

やっていても人口は6,000人を切ってしまいました。 

  今回、今までの地域おこし協力隊とは違う制度による人材の導入を行うことになりました

が、そこで、お伺いいたします。 

  １つ目、地域おこし協力隊とは、目的等そもそもの違いはありますが、今回の地域活性化

起業人制度を導入した理由、経緯をお伺いいたします。 

  ２つ目に、この制度を利用することによるメリットはどのようなものがあるかお伺いしま

す。 

  ３番目、村の進化に向け、デジタルのノウハウを持つ人材による村職員の知識とスキルア

ップを図ることはとてもよいことと思われますが、全職員を何回かに分けて研修するのか、

担当課の中の職員のみを研修するのか、今でも職員が足りずにいる中で、研修する時間は取

れるのでしょうか、お伺いいたします。 

  ４番目、研修等が職員の負担になった場合の措置はあるのでしょうか、お伺いいたします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（小針竹千代君） ただいま一般質問のとおりです。 

  当局の答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 須釡泰一君登壇〕 

○村長（須釡泰一君） ８番、林議員のご質問にお答えいたします。 

  玉川村における男女共同参画に対する取組と今後についてでありますが、本村では平成29

年度から令和８年度までを計画期間とする、第１次玉川村男女共同参画計画に基づき、「男

女が共に考え 共に尊重し 共に支え合いながら生きる社会づくり」を基本理念に、様々な

施策を推進しております。 

  また、昨年３月に策定した第３次元気なたまかわ健康21計画では、「健康で元気に村民一



－38－ 

人一人が幸福を実感でき、皆で支えあう村づくり」を基本目標としております。この中で、

重点施策であるライフコースアプローチを踏まえた健康づくりにおいて、女性が生涯を通し

て健康で明るく、充実した日々を自立して過ごすために、生活の場において女性の様々な健

康問題を社会全体で総合的に支援することが重要であるとの考えの下、女性の健康的な生活

習慣の形成の推進に努めております。 

  ４点目の中学校のみに配布した理由につきましては、福島県男女共生センターより村に提

供を受けた生理用品は数に限りがあることから、その有効性を検討し、中学校のほうが使用

する対象者が多く、使用頻度が高いと判断したことによるものであります。 

  配布後に、中学校での使用状況を確認しておりますが、定期的な使用が見受けられ、さら

に教職員からも大変ありがたいとのお話をいただいたことから、有効かつ適切な配布方法で

あったと考えております。 

  ５点目の小学校を含めた他の公共施設等への配置につきましては、これまで小学校等から

の相談や問合せはありませんでしたが、物価高騰による現状を踏まえ、近日中に、村内の各

小学校や公共施設等へ、生理の貧困に関する相談や、児童、利用者からの生理用品配置の要

望の有無等について調査を行い、現状を把握した上で、保健センター保管分の提供について

も検討してまいりたいと考えております。 

  次に、２つ目のＤＸ推進と地域活性化についてでありますが、１点目の地域活性化起業人

制度を導入した理由と経緯につきましては、本制度は総務省が所管しており、国として地方

創生を推進する中で、地域活性化起業人がその一翼を担う制度として位置づけられておりま

す。 

  村では、たまかわ創生総合戦略に基づいた様々な施策を実施するに当たり、本制度の活用

が重要な役割を果たすものと判断し、導入したものであります。 

  ２点目の制度利用によるメリットにつきましては、地域活性化起業人制度は、地域のニー

ズに応じた柔軟な対応が可能であり、地域ごとの特性を生かした取組を支援することができ

る制度となっております。 

  今後、村が目指す持続可能な地域社会、地域づくりの実現に向け、その基盤を築くことが

できるものと期待をしております。 

  また、デジタル人材をお願いした具体的なメリットとしては、業務の効率化やデジタル化

による利便性向上などがあります。 

  地域活性化起業人を、村が抱えている諸課題の解決へ向けた糸口として活用してまいりた
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いと考えております。 

  ３点目の職員のスキルアップを図るための研修につきましては、現在は地域活性化起業人

による各課ヒアリングを実施し、アナログで行っているものを洗い出し、デジタル化による

業務の効率化などについて検討している段階でございます。 

  したがって、ご質問の、何回に分けて研修をするのか、担当職員のみの研修か等について

は、今後協議しながら検討してまいりたいと考えております。 

  一方で、ＤＸに対する専門的な知識やスキルを持ったデジタル人材の不足は、他市町村と

同様に本村でも課題となっているところであり、ご質問の地域活性化起業人による職員研修

なども、今後開催へ向け検討してまいりたいと考えております。 

  次に、４点目の研修等が職員の負担になった場合の措置につきましては、現状でも、地方

公務員に義務づけられている法定研修や、福島県自治研修センターを活用した研修など、多

くの研修があり、既に各課において、特定の職員の負担が多くなるといったことがないよう、

各課長、係長等を中心に調整しながら取り組んでおります。 

  その他の質問につきましては、総務課長等より答弁させますので、ご了承願います。 

○議長（小針竹千代君） 総務課長。 

〔総務課長 塩田 敦君登壇〕 

○総務課長（塩田 敦君） お答えいたします。 

  １つ目の玉川村における男女共同参画に対する取組と今後についてでありますが、６点目

の村の衛生用品の備蓄品につきましては、現時点においては生理用品や紙おむつ等の備蓄品

はございません。 

  しかし、災害発生時において乳幼児や介護が必要な方がいる場合、紙おむつは欠かせない

ものであり、女性に対しては生理用品を準備しておくことが必要であると考えております。 

  これらの衛生用品は、食料品などと同様に避難生活を支える大事な物資となりますので、

今後、計画的に整備してまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） 健康推進担当課長。 

〔健康推進担当課長 廣瀬亜紀子君登壇〕 

○健康推進担当課長（廣瀬亜紀子君） １点目の令和５年度の生理用品の配布状況につきまし

ては、本村では企画政策課が窓口となり、福島県男女共生センターより50パックの提供を受

けました。提供を受けた生理用品は保健センターで保管し、14パックを配布し、残りの36パ

ックについては現在も保健センター内で管理し、いつでも配布できる体制を継続しておりま
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す。 

  ２点目の相談受付につきましては、生活困窮に関する相談は、来所のみならず電話による

ものも随時実施しております。主に、保健センターや健康福祉課が相談窓口となりますが、

民生委員や関係機関などからつながるケースもあり、その都度スピード感を持って対応して

おります。 

  ３点目の令和６年度の村内中学校での配布状況につきましては、現在、中学校では校内全

ての生徒用女子トイレに生理用品を配置しており、週に１度在庫を確認し、補充を行ってお

ります。令和６年４月に保健センターより72パックを提供いたしましたが、令和７年５月末

時点で17パックが残っております。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） それでは、答弁に対する再質問をさせていただきます。全体的にわた

ると思いますので、１番のほうからいきます。 

  令和５年４月１日からなくなり次第ということで、50パックの提供が県のほうからあって、

現在のところは36パック残っているということですが、いつでも配布できる体制ではあるん

ですが、その後残った分、使った分はいいんですが、現在も申込み等はあるのでしょうか。 

○議長（小針竹千代君） 健康推進担当課長。 

○健康推進担当課長（廣瀬亜紀子君） 再質問にお答えいたします。 

  まだ在庫があったものにつきまして、生活困窮に関する相談があった際に生理用品の必要

性の確認をしてまいりましたが、令和６年度に関してはそういった状況はなく、配布はして

おりません。なお、令和７年度に関して、今の時点においても生活困窮に関する相談を受け

付けた際の生理用品困窮に関しては、相談だったり要求がございませんので、今のところ配

布しておりません。なので、36パックが現在も保管という状態でございます。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） 周知の方法としては、どのようなものを周知方法としてＳＮＳとかい

ろいろありますが、行っているのでしょうか。 

○議長（小針竹千代君） 健康推進担当課長。 

○健康推進担当課長（廣瀬亜紀子君） 再質問にお答えいたします。 

  保健センターで生理用品を保管していることに関しましては、一般的な周知ということは

行ってございません。数に限りがある状況ですので、生活困窮等の相談だったり、保健セン

ターや窓口で相談を受けた女性の方に対してお声かけをさせていただいている状況でござい
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ます。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） やはり女性の大事なところ、大事なものなので、もっと周知を徹底さ

せていただいて、ただだから使えるものではないんですが、やはり困窮している方にもっと

もっと配布できるような方法を取っていただければありがたいと思います。 

  続きまして、中学校にのみ配布したということで分かるんですが、５番目の小学校へもお

願いしたいというのは、実際に初潮の時期が早まっており、中学生からというよりも、小学

生のほうが体つきも大きくて、逆に突然来た場合にびっくりするようなことが多い。誰に相

談していいか分からないというのも聞いたことがありまして、どうしたらいいんだろうと。

小学校でやるのには、やはり男の子、男子生徒の興味が一番ある時期でもあるので、やはり

できれば小学校、中学校、公共施設全部にお願いしたいところでございますが、その辺の考

えはあるのでしょうか。村長にお伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 林議員の再質問にお答えをいたします。 

  先ほど答弁させていただいたとおりでございまして、これまでは小学校等からの問合せは

なかったんですが、これはまさに今、議員がおただしのとおりだと思いますので、近日中に

村内の各小学校とか公共施設等に対しまして、調査等行いまして、どうあるべきかについて

は調査研究してまいりたいというふうに考えております。 

  当然に、どういう形が一番望ましいのかという部分については、専門の、例えば養護の先

生等のお話もお聞きすることも必要だと思いますので、そういうのも含めまして調査研究を

させていただきたいというふうに思います。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） やはり、トイレットペーパーっていつも置いてあるものなんですけれ

ども、やっぱり女性特有のものであると、なかなか言葉にも出しづらかったりとかあって、

用意するものを自分で用意してくださいと。貧困という言葉自体が、ちょっとやっぱり差別

用語的なものがあったので、なかなか広まってこなかったというのがあったと思いますが、

ここに来て、やはり全国的な取組というのをありますので、できれば小学校、あと放課後児

童クラブ等にはぜひ置いていただきたいと思います。 

  それで、使ってしまうんですが、使ったらただで使えるというような安易な気持ちになっ

てもらっても困るので、できればそれを使った方は自分で買ったときにそこに１つ使った分
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だけを補充しておくとか、何かそういうのもあればいいので、これはやるかやらないかは個

人の自由なんですが、やはりお互いさまということもありますので、その辺の心遣いができ

るような体制も取っていただければありがたいと思います。 

  続きまして、６番目の村の防災倉庫への備蓄品としての衛生用品はあるのかということな

んですが、ナプキンの使用期限、紙おむつの使用期限って製造から３年なんですよ、調べた

ところ。それ以外は使って駄目ということではないんですが、やはり劣化してしまうという

ことで、なかなか使うのは大変だと思います。一番考えられたのは、数もある程度あります

ので、２年に１回それを各公共施設等に置けるような形を取って入替えをしていったほうが、

お互いに有効活用ができるのかなと思いますので、その辺の取組をやっていただければ本当

はありがたいんですが、どうお考えでしょうか。村長にお伺いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 林議員の再質問にお答えをいたします。 

  まさに今、議員がおただしのとおりだというふうに、私自身も考えておりますので、どう

いう在り方がいいのか、その３年という部分については、ちょっと私も初めてお伺いしたん

ですが、それらも含めまして、どういう形で整備していくのがいいかという部分については、

先ほども答弁させていただきましたが、調査研究をさせていただきたいなというふうに思っ

ております。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） くどいようですが、今度文化体育館のほうの施設の改装が始まります

ので、そこの防災施設も設置されるということですので、保管についてはチャックのついた

ケースとか、あるいは蓋のついたケースに入れないと、やはりなかなか湿気とか吸ってしま

うと大変なものなので、防災倉庫、すがまプラザにある防災倉庫だけでなくて、新しい施設

への保管場所の設置等もぜひご考慮いただければありがたいと思いますので、その辺はお考

えいただけますでしょうか。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 林議員の再質問にお答えをいたします。 

  トータル的にどうあるべきかという部分について、庁内あとは関係機関等と調整をしてま

いりたいと思いますし、調査を、研究検討もしてまいりたいというふうに考えております。

そういう中で、先ほど恩送りの考え方みたいに、使ったものについては自分で、その気持ち

として補充するとかという部分についても大変重要な視点だと思いますので、その辺も含め
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ながら今後検討させていただきたいなというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） 続きまして、２番目のⅮＸについてですが、今回、たまかわ創生総合

戦略に基づいた様々な施策を実施するに当たり、本制度の活用が重要な役割を果たすものと

判断し導入したとありましたが、どのような役割があるのか、もし例とかがあれば村として

はこういう例があったとか、こういう考えでこれを導入しましたというのを、もしお聞かせ

願えればありがたいです。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 林議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、自治体ＤＸの推進計画に基づきまして、自治体のＤＸを積極的に推進していくとい

うことが我々にとっては今必要だというふうに考えております。そして、それを進めるに当

たりまして、基本的なことは、やっぱりその持続的な発展、そして誰一人取り残さない、そ

ういう地域社会をつくっていくことがとても大事だと思います。それをデジタルの技術によ

りまして、実現させていこうということであります。 

  ただ、そういう中におきまして、なかなか我々自身も、そのＤＸとかデジタルという部分

について、その言葉は理解していても、その本質が何であるかについては、なかなかそこま

で達していないというのが現状であります。今度、職員、何人かについてはもうかなりデジ

タルについて踏み込んだ知識とかノウハウを持っている、そういう職員もおりますけれども、

なかなかそこまで醸成されていないというのが現状であります。そういう意味では、我々は

やっぱりそのデジタルに関してはまだまだ黎明期なのかな、いや揺籃時期なのかなというふ

うな認識でおりますので。 

  そういうのを一つ一つ解消していくために、まず今やっていただいているのが、先ほどち

ょっと答弁させていただきましたけれども、今アナログ的にやっているものを洗い出しまし

て、それをデジタル化することができないかという部分については、今進めておりますので、

それは、役場内のＤＸの進め方だと思います。それを進めるに当たって、効率的な事務執行

ができるようになりますので、そうしますと、今まで事務作業で関わっていた時間を本来住

民サービスの向上に向けて使えるような、そちらのほうに使えるようになりますので、それ

が一つには村民サービスの向上につながりますし、あとは村というその社会の中でもデジタ

ル化することによって、お互いの利便性の向上にもつながっていくというようなことで考え

ております。 
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  具体的な部分につきましては、これからまさにいいアイデアも出していただけると思いま

すし、様々なアドバイスもいただけるというふうに期待しておりますので、まさにこれから

協議してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） 今回、地域活性化起業人ということでやったんですが、平成26年から

令和２年までは地域おこし起業人というのもあったんですよね。令和３年から地域活性化起

業人という形で名称変更したということになっていたんですが、内容的なものは同じだと思

うんですけれども、そのときの既に毎年やっている形があったんですが、今回活性化起業人

ということになってからの申込みということなんですが、これは村でその前のやつと同じだ

と思うんですが、それに手を挙げなかったというか、その導入がなくて、今回導入したとい

うのは、やはり内容が違うからということでと考えていいのでしょうか。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 林議員の再質問にお答えをいたします。 

  今回、導入をさせていただきましたというのは、１つには、世の中、日本全体の動きとし

てデジタル化が急速に進んだというのがあります。これは、コロナの影響があったと思いま

すが、10年前倒しになったぐらいにデジタル化が進行したというのがあるのは事実です。 

  あともう一つは、これまでは導入したときに直接的な交付金制度ではなくて、特別交付税

等での措置という部分でありました。さらに、ふくしま起業移住支援事業という部分で明確

に県のほうからも、関わった企業については支援するというような制度も打ち出されており

ますし、あとは、起業人制度といたしましては、その交付金として現実的に財政的な支援が

明確になったというのもありますので、それらを総合的に勘案いたしまして、今年度から導

入をさせていただいたということであります。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） 今年度からの導入ということで、ハード面については多分ある程度の

整いはしていると思うんですが、ソフト面についてはかなりの時間を要するかと思いますが、

その辺は計画的にはどれくらいの時間を要するものと考えておりますか。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 林議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

  我々が考えている、今全体としてデジタルをこれからどうしていくかという部分につきま

しては、先ほど大羅議員の質問にも答えさせていただきましたが、全体としては玉川村ＤＸ



－45－ 

計画のロードマップというのを策定しておりまして、そこに向けて取り組むこととしており

ます。その中の一つとして、今回の制度を取り入れておりますので。 

  具体的な部分については、まず玉川村の目指すべき方向性という部分については、気がつ

いたらデジタル、気がつけばデジタルというのが、最終的な目標、社会観という形で思って

おりますので。それに向けてどうやって進めていくんだということで、様々その手法という

部分だったり、課題だったりというのは当然ありますので、それをまさにこれから一つ一つ

協議をしながら把握し、そしてそれを対策を練っていくというふうな考えでおりますので、

具体的に何年でここまで行くという部分については、今なかなかそのここでご説明するのは

難しいんですが、全体といたしましては、ＤＸ計画のロードマップにも策定いたしまして、

それに基づいた中で進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ８番。 

○８番（林 芳子君） ハード面としても、玉川村でまだまだ携帯電話の電波の通じないとこ

ろが、この村の繁華街に近いところや、空港の近くで通話ができないところがある。携帯電

話会社等にその電柱を建てるのについても問題はないということなんですけれども、その辺

のハード面として、準備としては各担当のところとの話合いとか、ハード面の設置等につい

ては何かできるのでしょうか、あるいは、やっていただけるのでしょうか。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 林議員の再質問にお答えをいたします。 

  本当に携帯等による通信というのは今つながって当たり前だと思いますので、それがつな

がらないということによる支障というのは大きいということについては認識しております。

特に、今お話のあった文化体育館でしたり、村民グラウンド付近につきましては、なかなか

入りづらいということがありますので、これらにつきましては、所管省庁のほうにも要望も

しておりますし、会社のほうに対しても直接やっております。 

  このままの状態がいつまでも続くというのは、これは絶対的にあってはならない状況だと

思っておりますので、近い将来に携帯電話がつながるような形にしていきたいというふうに

思っております。それは、全ての携帯会社が一度にというのはなかなか難しいと思いますの

で、一つ一つにならざるを得ない部分もあるかと思いますが、少なくとも今のこの状況の解

消に向けましては、あらゆる手段を使いながら取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ８番、林議員に、ただいまの質問は通告外質問になります。村長が

答弁しましたけれども、申し添えます。 
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  ８番。 

○８番（林 芳子君） 大変失礼いたしました。 

  以上をもちまして、私の質問は終わらせていただきます。 

○議長（小針竹千代君） これをもって、８番、林芳子議員の一般質問を終わります。 

  ここで暫時休議し、休憩といたします。10分間休憩いたします。 

（午前１１時１３分） 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○議長（小針竹千代君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午前１１時２３分） 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 堀 越 美 保 君 

○議長（小針竹千代君） 次に、２番、堀越美保議員の発言を許します。 

  ２番、堀越美保議員。 

〔２番 堀越美保君登壇〕 

○２番（堀越美保君） ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、さきに通告をし

ておきました内容について質問させていただきます。 

  子供の育ちと暮らしを支える村づくりについてでございます。 

  玉川村では、自然環境や人とのつながりを生かした地域づくりが続けられてきましたが、

人口減少や世代構成の変化が進む中で、これからの村を支える世代への投資や環境整備がよ

り重要になっています。 

  その中でも、子供たちが安心して成長できる学びの場や、家庭を取り巻く支援の仕組みは、

村の将来を見据えた取組の柱の一つです。地域の特性を生かしながら、柔軟で持続可能な形

が求められています。 

  また、生活の基盤となる住まいについても、利便性だけでなく、地域に根差し、人と関わ

れるような仕組みが必要だと考えます。既に子供たちが集い始めている居場所の存在など、

新しい動きも見え始めています。 
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  こうした状況を踏まえ、これからの教育環境の整え方、子育て世帯への支援、そして暮ら

しやすい地域づくりについて、村長の考えを伺います。 

  １、地域と共に育てる教育の在り方について。 

  児童生徒の減少が進む中でも、子供たちの学びの質や地域とのつながりを大切にしていく

ことが、これからの教育において重要だと考えます。一人一人の個性を生かす教育や、地域

ぐるみの子育てといった観点から、玉川村らしい教育の在り方について、どのように考えて

いるかお伺いいたします。 

  ２つ目、継続的な子育て支援について。 

  玉川村では、これまで独自の子育て支援に取り組んできていますが、子育て世帯が安心し

て暮らし続けるためには、妊娠期から出産、子育て期、そして成人に至るまで、切れ目のな

い支援が必要だと考えます。 

  また、こうした支援は、子育て世帯が村に住み続ける後押しになるだけでなく、村外から

移住、定住のきっかけにもつながると考えられます。このような視点を踏まえた今後の取組

について、村長の考えをお伺いします。 

  すがまプラザ住宅エリアの活用について。 

  最近では、すがまプラザ交流センターに勉強や遊びに訪れる子供たちの姿も見られるよう

になり、地域に新たな動きが生まれつつあります。一方で、現在分譲が始まったすがまプラ

ザ住宅エリアには、購入したいと思う人がどの程度いるのかといった不安の声も聞かれてい

ます。こうした状況も踏まえ、今後このエリアをどのように魅力ある住宅地として展開して

いくのか、村長の方針をお伺いします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（小針竹千代君） ただいま一般質問のとおりです。 

  当局の答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 須釡泰一君登壇〕 

○村長（須釡泰一君） ２番、堀越議員のご質問にお答えをいたします。 

  子供の育ちと暮らしを支える村づくりについてでありますが、２点目の継続的な子育て支

援につきましては、昨年４月に村保健センター内に開設したこども家庭支援センターにおい

て、妊娠、出産、子育てに係る様々なニーズに対応した、切れ目のない総合的な支援を実施

しております。 
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  具体的には、母子健康相談、指導、母子保健サービスの提供、心理的サポート、各種乳幼

児健診、情報提供、啓発活動など、安心して子育てできる環境を整えるべく、様々な取組を

進めております。 

  また、保健師による家庭訪問を実施し、周囲の育児環境の把握に努め、当事者はもとより

パートナーや同居家族を含めた包括的な支援体制の構築に努めております。 

  さらに、今年度から新たに２つの事業を新設し取り組むことといたしました。 

  １つ目は、安全安心な出産のための支援として、遠方出産支援助成事業であり、これは医

学的な理由により、遠方の分娩施設で出産する必要がある妊婦が、安全に安心して出産でき

るように、分娩施設までの移動に係る交通費及び分娩施設周辺の宿泊施設の宿泊費用を助成

するものであります。 

  ２つ目は、生殖補助医療を受ける夫婦への支援としての生殖補助医療交通費支援事業で、

これは体外受精及び顕微授精を受けるために遠方の医療機関を受診する必要がある夫婦に対

して、当該医療機関までの移動に係る交通費を助成するものであります。 

  さらに、村が独自に実施している、たまかわっ子誕生祝金や、たまかわっ子子育て支援給

付金等の支給、小中学校並びに認定こども園たまかわクックの森の児童生徒等の給食費の半

額補助の実施、次世代を担う子供たちの人材育成を図るため、玉川学園連携事業や中学２年

生を対象とした、中学生国内研修の継続、経済的な理由により修学が困難な学生に対しては、

学資の一部を貸与する奨学資金貸与の実施など、引き続き、ライフステージに合わせた様々

な支援を継続し、安心して子育てができる環境づくりを推進してまいります。 

  ３点目のすがまプラザ住宅エリアの活用につきましては、現在のところ、村民ファースト

販売については、３月31日から開始し、５月30日までで６件の申込みをいただいております。

また、事業者販売も５月13日から開始し、６月30日まで募集を行っております。 

  事業者販売については、現在募集中であり、公正・公平性の観点から、応募状況等の詳細

についてはお答えできませんが、おおむね順調な滑り出しであると認識しております。 

  すがまプラザは、職、住、遊、学の複合施設をコンセプトとした、交流の場を提供する場

所であり、議員の発言のとおり、サテライトオフィスを設ける事業者や、勉強や遊びに訪れ

る子供たちでにぎわっております。 

  今回、住の機能の構築が完了いたしましたので、すがまプラザが目指すにぎわいの創出や、

安心して住み続けられる場となるよう、周辺施設や民間の空き店舗活用促進等も行いながら、

職、住、遊、学を、より充実させてまいりたいと考えております。 
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  その他の質問につきましては、教育長より答弁させますので、ご了承願います。 

○議長（小針竹千代君） 教育長。 

〔教育長 岡崎寛人君登壇〕 

○教育長（岡崎寛人君） ２番、堀越議員のご質問にお答えします。 

  １点目の地域とともに育てる教育の在り方につきましては、まず、玉川村では、「豊かな

自然や歴史、文化を基盤として学校、家庭、地域の連携を図り、心身ともに健康でたくまし

く社会の変化を見据えた『生きる力』をもつ幼児・児童・生徒を育むとともに、村民の生涯

にわたって心豊かな生活を送るための学習活動の機会を拡充し、活力に満ちた人間形成に努

める」ことを教育目標に掲げております。 

  玉川村らしい教育とは、この教育目標を達成するために、地の利、人の利を生かし、子供

たち一人一人の個性を大切にしつつ、園小中の連携を図るとともに、地域との関わりを積極

的に行い、自主、自立の心と態度を育てるところに、その特色があるものと考えております。 

  具体的には、子供たちの興味、関心を大切にし、授業の取組において、タブレットの活用

や対話的な学びなど、一人一人の特性に応じた指導を工夫、研究し、子供たちの学力の向上

を図っております。 

  また、授業に地域人材を活用したり、放課後の部活動の地域移行におきましても、積極的

に地域と共に取り組むなど、地域との関わりを生かしながら子供たちの多様性に対応してお

ります。 

  これらを、園小中の一貫した教育環境の中で実践することが、玉川村の教育の特色である

と考えております。 

  以上です。 

○議長（小針竹千代君） ２番。 

○２番（堀越美保君） １つ目の地域と共に育てる教育の在り方について、再質問させていた

だきます。 

  地域との関わりを生かしながら、子供たちの多様性に対応しているとのことですが、具体

的にどのように進めているのか、取組事例がありましたらその事例と、今年度より進められ

ています、元気なたまかわ子育て支援プラン（第３期子ども・子育て支援事業計画）も踏ま

え、今後の方向性についてお伺いいたします。 

○議長（小針竹千代君） 教育長。 

○教育長（岡崎寛人君） ただいまの再質問にお答えいたします。 
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  地域との関わりにつきましては、地域人材の活用ということで、玉川村では非常に積極的

に行われております。特に、学校支援ボランティア活動というものがありまして、そこに地

域の方々が登録していただいて、学校等の活動で要請があった場合に派遣していただくとい

うシステムですが、令和７年度、今年度は41人の方が登録されておりまして、既に活用とい

うことで学校のほうに出向いていただいております。 

  昨年度の実績を見ますと、昨年度は50名の登録だったんですが、学校等に訪問していただ

いた回数が71回で、協力延べ人数が157名ということで、大変たくさんの方々が学校に訪れ

て、地域の力で教育に関わっていただいております。 

  主な例を挙げますと、金毘羅桜の見学、引率など等のほかに、読み聞かせ、小学校とかこ

ども園では非常に読み聞かせが好評でして、こういった方々がいます。それから、家庭科の

ミシンの授業の補助といった方でお年寄りの方が来ていただいて、子供たちの家庭科の授業

に関わってくれたりとかしております。 

  そのほか、これとは別に炭焼き体験であったり、さるなしの収穫体験とか、それから、そ

のほかの農業体験など、学校の要望に応じて地域の方々が非常に協力してくれております。 

  中学校の体育の授業において、武道の授業がありますが、それの講習のほうも地域の方に

来ていただいてやっていただいておりますので。ただ授業のお手伝いというだけではなくて、

地域の方々の学校にかける、協力するという意気込みが子供たちに伝わって、地域の学校だ

なというふうに子供たちも実感しているところだと思います。 

  今後も、ますます地域の方々との関わりを生かしながら、できれば学校行事とかいろんな

場面でも地域の方々と一緒にできるような場面をつくっていけるように、学校とも工夫して

いきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（小針竹千代君） ２番。 

○２番（堀越美保君） 地域の方が積極的に関わっていただいている様子がすごく分かりまし

て、今後も引き続き進めていっていただければと思います。 

  続きまして、２番目の質問に移ります。 

  継続的な子育て支援について。 

  新たに始まった支援事業は、子供を望む夫婦にとって大変心強いものだと感じております。

そして、村長がおっしゃるように、ライフステージに応じた支援の継続と、安心して子育て

ができる環境を整えていくことは、大変重要だと私も感じております。 
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  その上で、子育て期の支援を高校生の年代も含めた、より幅広く継続的なものにするため

に、例えば企業協賛を活用した子育て支援の仕組みづくりも一つの方法ではないでしょうか。

使途が明確で、地域の未来に、子供たちに直接つながる支援であれば、企業側にもメリット

があり、村としても新しい協働の形となり、第６次玉川村振興計画後期基本計画にある、交

流と協働の村づくりの中の、協働の村づくりの推進に、こちらにも通じるものだと感じてお

ります。 

  以上を踏まえ、継続的な子育て支援の在り方について、村長のお考えをお聞かせください。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 堀越議員の再質問にお答えをいたします。 

  子育て支援という部分については、とても重要でありますので、村の、今の一番の重要施

策の一つに掲げております、人口減少問題という部分につきましては、やっぱり自然減対策、

社会減対策の両輪、両面からやっていくことがとても必要になってまいりますし、それはや

っぱり子育て支援の充実で、そして高齢者福祉の充実というのがとても大事な視点だと思い

ます。 

  そういう中におきまして、この子育てを充実させるために、その仕組みそのものについて

考えたらどうかというおただしでありますが、確かにその企業協賛という考え方はとても面

白いなと、面白いというのは、変だ、おかしいという意味ではなくて、ユニークだし、いい

なということでの面白いという話でありますけれども。 

  例えば、ボートピア玉川というところからは、協賛金といたしまして、環境整備でしたり、

子育てに充てるためのその協賛金を頂いているという事例もございますので。 

  企業版ふるさと納税というような仕組みの中で、子育てに対してどういう形でどういうこ

とができるのかとか、そもそもその子育てという全体の中におきまして、行政と住民の皆さ

んと、そこに企業の皆さんがどういう形で関わることができるのかという部分について、根

本的な部分の整理、検証等もございますので、その辺につきまして時間をいただいて、調査

研究をさせていただきたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ２番。 

○２番（堀越美保君） 前向きに考えていただけるとのことでしたので、ぜひ調査等よろしく

お願いいたします。 

  私が聞いた限り、聞いた、耳にしたことがあるんですが、東京で何十店舗も持たれて会社

を経営されている玉川村在住の若手企業の方もいらっしゃるというお話も聞いたので、もし、
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あとは県内各地、あとは県外、全国的にでも意外と、意外とという言い方は失礼ですけれど

も、玉川村の方、とても頑張っておられる方、活躍を耳にすることがありますので、ぜひそ

ういうところも踏まえて調査していただいて、もしそういう協力していただけるという意思

がありましたら、ぜひ協力していただけるようにお願いしたいと思います。 

  続いて、次の質問に移ります。 

  すがまプラザ住宅エリアの活用についてです。 

  すがまプラザのにぎわい創出や、安心して住み続けられる場、その実現に向けて移住者へ

のサポート体制など、現時点で具体的に想定される取組があればお聞かせください。 

  また、移住者が増えていく中で、子育て世帯も含む移住者が地域づくりの主体になってい

くことも想定されますが、そのような地域との関わりをどうつくり、村としてどう支援して

いくお考えかも併せてお伺いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 堀越議員の再質問にお答えをいたします。 

  １つには、昨年の５月15日に、すがまプラザ内に、たまかわくらしサポートセンターとい

うのを立ち上げておりまして、一義的には玉川で暮らす方、今現在暮らしている方もそうな

んですが、新たに玉川村に移住して暮らす方につきましても、ここで一元的にいろんなサー

ビスの提供、相談も含めたサービスの提供をできることになっております。 

  あと、移住してきた方に対しましては、それなりの財政的な支援を行うことは決めており

ますので、子育て中の方には、子育ての割増し分の助成金もありますので、そういう形で、

移住してきた方に対しましての財政的な支援、そしてトータル的な部分につきましては、繰

り返しになりますが、たまかわくらしサポートセンターにおきまして、きめ細やかな相談支

援をして行ってまいりたいなというふうに考えております。 

  あともう一つ、地域づくりに当たって、そういう移住された方々が主体的に関わっていた

だくということでありますけれども、これはとても大事な視点だというふうに認識しており

まして、人口減少はどうしても一定程度は進んでしまう。これを最低限に抑えるために、

我々は様々な施策、総合的な視点から総合的な施策を実行しよう、取り組もうとしておると

ころでございますが、やっぱりその人口が減ってしまうというその事実はしっかりと受け止

めなければなりませんので、それが減る前と同じような形で活力を持つ、そういう地域づく

り、村づくりを進めていくためには、関係人口をいかにつくっていくかだと思いますので、

それは、その作り手側に入っていただくということがとても大事だと思います。従来から進
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んでいる、住民の方々とか行政が準備したものに対して参加してもらうんではなくて、自ら

が作り手として参加していただくことによって、関係人口というその絆が深まってまいりま

すので、そうしますとその方は主体的に村づくりに関わるようになりますから、そういう意

味では、新しい風を玉川村に吹き込んでいただきながら、新しいその知識、ノウハウを基に、

既存の力とうまくマッチした形で、融合した形で、コラボした形で、これを玉川村づくりと

いうものがうまく回っていくんじゃないかなというふうに思いますので、ぜひとも移住され

る方につきましては、作り手側に入っていただくように、我々もこれからいろいろと進めて

まいりたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ２番。 

○２番（堀越美保君） 私も村長の考えておられるように、移住者の方も作り手側のほうに自

ら参加していただくということ、必ず人間得意分野があると思うので、そちらに子供の最初

の地域とともに育てる教育の在り方、子供の部活動の地域移行、そちらのほうに関わってい

ただくなど、特に村の方は明るい方が多いと思いますので、その方たちと手を取り合ってぜ

ひ入って、地域に溶け込んでもらえる仕組みができたらいいのかなと思います。 

  以上をもちまして、私の一般質問を終了いたします。 

○議長（小針竹千代君） これをもって、２番、堀越美保議員の一般質問を終わります。 

  ここで休憩とし、昼食といたします。 

（午前１１時４８分） 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○議長（小針竹千代君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後 １時００分） 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 飯 島 三 郎 君 

○議長（小針竹千代君） 次に、９番、飯島三郎議員の発言を許します。 

  ９番、飯島三郎議員。 

〔９番 飯島三郎君登壇〕 
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○９番（飯島三郎君） ただいま議長より許可を得ましたので、さきに通告をいたしました１

点について伺います。 

  １、地域の交通インフラ整備についてを伺います。 

  四□新田地区の主要な道路は、県道飯野三春石川線であります。利便性向上のため、既存

道路の整備、拡幅が必要と感じています。 

  地域住民は、急病人が出た場合、救急車両を要請して、須賀川市内の総合病院に行くため

には、県道飯野三春石川線を南下し、遠回りをしないと行くことができず不便を来しており

ます。 

  そこで、次のことについて伺います。 

  四□新田地区の道路は、Ⅰ－７号線から取上峠を通り、須賀川市上小山田地区に抜ける須

賀川市道は、狭隘道路で車両が擦れ違うことができない区間がたくさんあります。 

  今後、この道路が拡幅整備されれば、地域住民の安心安全の確保につながると思いますの

で、隣接する須賀川市へ道路拡幅整備について要望する考えはあるか村長の考えを伺います。 

○議長（小針竹千代君） ただいま一般質問のとおりです。 

  当局の答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 須釡泰一君登壇〕 

○村長（須釡泰一君） ９番、飯島議員のご質問にお答えをいたします。 

  地域の交通インフラ整備についてでありますが、四□新田地区の村道Ⅰ－７号線先、須賀

川市道の道路拡幅整備につきましては、村道Ⅰ－７号線は延長が約1.2キロメートル、車道

幅員が全線５メートル以上で、全路線舗装済みの道路であり、四□新田地区の住民にとって

は、須賀川市に通じる生活道路として重要な路線となっております。 

  しかしながら、村道Ⅰ－７号線先の須賀川市道については、未改良区間が約２キロメート

ルあり、特に玉川村境までの約1.5キロメートルは幅員狭小でカーブも多く、車両の擦れ違

いも困難な道路状況であるため、須賀川市住民の利用、特に玉川村方面への交通量が少ない

ことから、現時点において須賀川市における同路線の改良計画はないとのことでありますが、

本村の状況等については、今後も須賀川市へ説明してまいりたいと考えております。 

  なお、四□新田地区からの救急搬送等につきましては、あぶくま高原道路石川母畑インタ

ーチェンジを経由し、平田村や白河市、須賀川市や郡山市の救急病院へのアクセスが整備さ

れておりますので、県道飯野三春石川線の一部幅員狭小部の改良については、今後も県に引
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き続き要望してまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ９番。 

○９番（飯島三郎君） ただいまの答弁のとおり、四□地区から須賀川小山田に抜ける道路は、

本当に狭くて、幅が2.5メーターくらいの幅の区間もございます。玉川村の直接の問題では

ないですけれども、須賀川市のやっぱりその道路の状況を見れば、あそこらはやはり幾ら山

の中でも昔の塩の道と言われていた道路でありますので、須賀川、玉川、そして平田、古殿

にこうつなぐような道路になる可能性がありますので、そこら辺はどう考えているか、村長

に伺います。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 飯島議員の再質問にお答えをいたします。 

  ただいまの道路の改良工事につきましては、全ての道路がそうだと思いますけれども、道

路はつながってこそ、そこが通れてこそ初めて道路という機能が果たされるというふうに考

えております。特に、病人でしたり、病院に行かなければならないなど緊急性の高い場合に

つきましては、その道路がつながっているか、つながっていないかによりまして、大きくそ

の後の対応が影響してまいりますので、まさに道路は命の道そのものだというふうに考えて

おりますので、ただいまの道路の部分につきましては、繰り返しの答弁になりますが、玉川

村の状況につきまして、須賀川市のほうには説明をしてまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ９番。 

○９番（飯島三郎君） あの道路が拡幅されれば、四□新田地区だけでなく、青井沢の人たち

も使われるような道路になりますので、これは須賀川市だけでなく、県のほうにもやっぱり

働きかけるべきではないかと思っていますが、村長のお考えを伺います。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 飯島議員の再質問にお答えをいたします。 

  地方道路の整備状況につきまして、それぞれの課題がある部分につきましては、県と定期

的な意見交換会なども行っておりますので、そういう定期的な意見交換の場、さらには随時

につきましては、管内を把握している、所管しております石川土木事務所、そして県中建設

事務所等々、個別に協議を行うことも可能でありますので、その村の置かれた状況等につき

まして、特に課題の部分につきましては、そういう場を通じまして、しっかりと県のほうに

も説明をしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ９番。 
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○９番（飯島三郎君） ぜひ細かく要望していただきたいと思います。 

  玉川村は福島空港の玄関口でございますので、周辺の道路が悪ければ、やはりなかなか人

は集まってこないと思います。それで、ずっと何年前になるんですか、未来博の道路ができ

て、あの道路が四□のほうに抜けたらどうだという、須賀川市民の方が話出たようなことが

あったそうです。それで、あそこが重要視させられて、トンネルで四□真っすぐぶち抜ける

ような計画があれば幸い、これは万全だと思いますが、そんなような構想は、村長はお持ち

でないかどうか。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） ただいまの飯島議員の再質問でございますが、通告をいただいており

ます主質問と関連性がない思いますので、この案件につきましては個別に説明させていただ

くことで、ご理解のほうをやらせていただけるように、議長のほうでお取り計らいいただけ

ないでしょうか。 

○議長（小針竹千代君） はい。 

  飯島議員、再質問が似たような質問になっていますので、内容を変えてください。 

  ９番。 

○９番（飯島三郎君） 最低、県道飯野三春石川線だけでも、カーブもかなりありますので、

その辺を整備していただきたいと思います。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） ただいまの飯島議員の再質問でございますが、答弁でもさせていただ

きましたとおり、県道飯野三春石川線、これは本当に重要な路線だというふうに認識してお

ります。これは毎年毎年、県のほうにも要望を実施しておりますし、あとは実地調査という

ことで、飯野町のほうから石川町のほうまで一緒にバスに乗りまして、その狭隘、特に狭隘

箇所の部分につきましては、県の担当のほうに対してしっかりと説明し、要望しております

ので、これにつきましては今後も引き続きしっかりと要望してまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ９番。 

○９番（飯島三郎君） 以上で、私の一般質問を終わりたいと思います。 

○議長（小針竹千代君） これをもって、９番、飯島三郎議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 



－57－ 

◇ 佐久間 福 男 君 

○議長（小針竹千代君） 次に、３番、佐久間福男議員の発言を許します。 

  ３番、佐久間福男議員。 

〔３番 佐久間福男君登壇〕 

○３番（佐久間福男君） ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、さきに通告し

ております内容についてお伺いします。 

  情報と魅力発信の取組について。 

  村の最重要課題である、人口減少対策において、日頃より各種イベントや公式ＳＮＳ等の

活用、さらには全職員が情報発信員になるなど、村の魅力発信について様々な取組をされて

いることは認識しております。 

  しかしながら、これで満足することなく、もっと魅力づくりを含め身近に感じていただく

ような発信が必要と考えます。それらの取組により、にぎわいとなり、移住、定住につなが

り、人口増へもつながる期待を持つところです。 

  さらに創意工夫で、進化、成長しなければならないことから、以下の点についてお伺いし

ます。 

  １、岩法寺地内の観音山頂上の広大な平地は、県の所有及び管理する土地ではありますが、

空の玄関口として情報発信や利用活用できる魅力的な土地と感じています。村として、県か

ら借り受けるなどして有効活用することができないか、またそのような考えはあるかお伺い

します。 

  ２、現在運航している、福島空港、台湾定期チャーター便で来県されている台湾旅行客の

受入れを行い、魅力発信する考えなどはあるかお伺いします。 

  ３、情報、魅力発信を身近に感じるさらなる取組などの考えはあるかお伺いします。役場

窓口のリニューアル、クールビズ、ウオームビズの取組に合わせた発信的な服装の着用など。 

  ４、地元企業への魅力発信の協力依頼など働きかけはされているかお伺いします。よろし

くお願いします。 

○議長（小針竹千代君） ただいま一般質問のとおりです。 

  当局の答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 須釡泰一君登壇〕 

○村長（須釡泰一君） ３番、佐久間議員のご質問にお答えをいたします。 



－58－ 

  情報と魅力発信の取組についてでありますが、１点目の岩法寺地内の観音山頂上平地の有

効活用につきましては、この場所は、福島空港公園、空のふれあいエリアの未供用区域に当

たり、使用に制限が設けられておりますが、福島空港事務所へ使用承認申請を行い、承認を

得ることで使用することが可能となります。 

  これまでに、サイクルヴィレッジたまかわが、トレイルコースの一部として使用しており、

空港滑走路のすぐ隣を飛行機と一緒に走行できるコースとして、テレビや新聞などで取り上

げられております。村といたしましては、現時点において、当該地を使用した事業等の計画

はありませんが、他市町村にはない、空港を一望できる魅力的な場所であるため、有効な活

用方法等を、空港公園管理者である県と連携を図りながら、調査研究をしてまいりたいと考

えております。 

  ２点目の台湾定期チャーター便利用の台湾人旅行客の受入れにつきましては、去る４月11

日から13日までの２泊３日の、台湾からの旅行者を対象とした、村内事業者主催のサイクリ

ングツアーが開催され、14名の方が参加されました。このツアーは、自転車で桜の名所を巡

るというもので、金毘羅桜や由ノ杜公園、森の駅ｙｏｄｇｅ等もコースに組み込まれ、参加

者から好評を得たことから、本村の魅力発信に大きな効果があったものと考えております。 

  今後、村においても、玉川村観光振興計画に基づき、官民の連携を図りながら、台湾から

の旅行客等、インバウンドによる誘客を推進し、本村の観光地、歴史や文化、自然等の情報

を積極的に発信してまいりたいと考えております。 

  ３点目の情報、魅力発信を身近に感じるさらなる取組につきましては、現在、ＬＩＮＥや

インスタグラム等のＳＮＳや公式ウェブサイトを活用し、地域のイベントや特産品、観光資

源などを積極的に発信しております。 

  インスタグラムについては、「もっとたまかわ」や「もっとたまかわｗｉｔｈあにまる」

ハッシュタグキャンペーンを実施することで、村内外の様々な方の視点で、幅広く玉川村の

魅力を発信、拡散していただく参加型事業を実施することで、玉川村への愛着度の向上と発

信力を広める活動を進めております。 

  観光面では、村内の自然景観や歴史的な名所をＰＲするため、玉川村観光物産協会等と連

携し、観光客にとって魅力的な情報を提供しております。 

  加えて、英語や台湾華語など、多言語対応のパンフレット等を充実させ、国内外からの観

光客にも対応できるよう取り組んでおります。 

  また、役場職員を情報発信員として、村の魅力を盛り込んだ名刺を活用するなど、職員一
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人一人がフェース・ツー・フェースにより情報発信を行っております。 

  役場窓口のリニューアルや、クールビズ、ウオームビズの組合せによる情報、魅力発信を

伴う服装の着用については、現時点では特に考えておりませんが、他自治体の取組事例等を

参考にしながら、本村における有効で効果的な方策について調査研究してまいりたいと考え

ております。 

  ４点目の地元企業への村の魅力発信依頼の働きかけにつきましては、現在、事務所の来客

スペースにさるなしドリンクを展示し、村のＰＲ動画を流して玉川村のＰＲにご協力をいた

だいている企業が１社ございます。村内の企業においては、それぞれの分野において、県内

外に取引先があることから、村では、各企業の皆様のご協力を得られる範囲において、村パ

ンフレットや特産品等の展示にご協力をいただけるよう、準備を進めているところでありま

す。 

  今年度は、試験的に一部の事業所へご協力を依頼し、状況等を確認しながら、順次、対象

企業、事業所を拡大してまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） それでは、１問、１つ目の再質問をさせていただきます。 

  先ほどの答弁の中で、広大な平地エリアは使用承認申請を行えば、承諾されれば使用でき

るというふうな答弁でした。過去に、空港公園管理者と並びに活用などの方法などについて

協議など行った実績などありましたらお伺いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  先ほどの答弁でも申し上げましたとおり、これまでにもサイクルヴィレッジたまかわがト

レイルコースの一部として使用するために申請をし、承認をいただいているところでござい

ます。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） サイクルヴィレッジたまかわが主催されました公園事務所とやった

トレイルコースのことについては報道等で、あと並びには玉川広報等で承知をしているとこ

ろでした。 

  今、再質問でお聞きしたかったのは、その以前にあったかというところでしたので、再度

質問させていただきます。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 
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○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  空港エリアの有効活用という部分につきましては、空港が存在する玉川村にとってはとて

も必要なことだというふうに認識しております。県のほうにおきましても、そういう市町村

の一応課題とか困り事、そのもっと前向きな進め方をしたいというような、そういう相談に

乗るために振興局内に地域連携室というのをつくっておりまして、それぞれの出先の事務所

が、それぞれの市町村担当を決めております。 

  そういう中で、たまたま福島県空港事務所の担当が、玉川村の担当になっているというこ

ともありまして、その有効活用等については、いろいろと相談をさせていただいた経緯はご

ざいます。ただ、有効な形として、大がかりな使用をしていたのは、今回こういう形で答弁

させていただいた内容となっております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） それでは、再質問させていただきます。 

  私も最近知ったんですけれども、申請をすれば利用ができるというところで、その中に、

ホームページになりますけれども、意外に利用される方の募集をしますよなんていうふうな

案内なんかもあったりしまして、自由な発想で思いっ切り使うことができるというふうなメ

ッセージでした。 

  今後、調査研究を進めていく上で、利用例としましてはサイクリング、散策、ドッグラン、

クロスカントリー、野鳥観察などがありますが、空港公園内開催イベントや、空のみちウォ

ーク、地元で行っております元気なたまかわウォーキングなどに組合せをいたしまして、開

放し、コースなどに取り入ってみてはというふうに考えますが、そのことについてお伺いし

ます。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  本当に空港が一望できるすばらしい土地ですので、そこをうまく活用するということは、

玉川村の魅力アップにとっても大変重要なことだと思っておりますし、そうしていくことが

必要なのかなというふうにも感じております。 

  ただ、どういう形で具体的にやるかにつきましては、いろいろと調査をしていくことも必

要ですし、例えば既存のイベントとの組合せになってまいりますと、相手様との調整も必要

になってまいりますし、せっかくですから最大限あそこを活用して、最大限の魅力という形

で発信したいという思いもありますので、その辺につきましてはどういう利用価値があって、
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どういうもの、例えば例として出されたようなものについては考えられると思いますが、そ

れを具体化していくためにはいろんな手続等も必要ですし、調整も必要となってまいります

ので、その辺はまさに調査研究してまいりたいと考えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） 再質問させていただきます。 

  若干、似たような形になってしまうかもしれませんが、直近の地方のニュース、報道で、

福島空港の利用客数、国内、国外合わせて26万人、国際で３万人というふうな数字が挙げら

れました。この数字はコロナ禍前の数字に戻りつつあるというところで、利用客のほうが増

えているというところになります。 

  そういった点も踏まえまして、先ほどの広大な魅力ある敷地を、空から、機内から見える

ような、インパクトのある演出などのことができないかというふうな考えもあります。この

辺についても併せてお願いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  あそこの本当に魅力的な場所は、かなり広大な敷地になっておりますので、あれを空から

見て、玉川村の新たな魅力にするというのは、本当に面白い発想だと、趣のあるそういう発

想だというふうに思います。 

  例えば、花であそこをいっぱいにして上から見ていただく、そこにメッセージを加えるな

んていうのも、一つ考えられると思いますが、そういうものも含めまして、どういう在り方

がいいのかという部分については、まさに議員の皆様方からもご意見等いただきながら、そ

こは研究してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） 魅力ある用地、敷地というところでは、共通しておりますので、ぜ

ひ一歩一歩進めるように、進められればというふうに考えますので、ひとつよろしくお願い

をいたします。 

  次に、２番目の質問についての再質問をさせていただきます。 

  福島空港、台湾定期チャーター便での来県の受入れについてですけれども、４月11から13、

サイクリングツアーが開催されたというところについては、広報ないしニュース、報道、新

聞で拝見をしているところです。答弁の中にもありましたように、参加者から好評だったと

いうところの答弁がありましたが、今後もこのツアーについては開催する予定などあるのか
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お伺いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  台湾定期チャーター便を利用して来県された方々を対象とした、このようなツアーという

のは、一つの取組としては成功例だったのかなというふうに感じております。 

  ただ、私は常々思っておりますのは、玉川村、日本一自転車が好きな村ということも標榜

しておりますし、空港もあるということもあります。ですから、来たお客様を、これはイン

バウンドのお客様だけではなくて、県村外からおいでになるお客様を対象としたちっちゃい

単位、10人ぐらいの単位での自転車ツアーみたいなものをどんどん企画していって、玉川村

の魅力を発信するのも一つなのかなというふうなことでは考えております。 

  玉川村、本当に個人個人のお宅もすばらしい花が植えてあったりして、魅力がたくさんあ

りますし、あとは主要産業であります農業という部分につきましても、トマトやキウイなど

も露地になっておりますので、そういうものを一つの魅力として、自転車ツアーを企画して、

途中途中において、そういう玉川の魅力であるキウイとかトマトを食べながらツアーを行っ

てもらうというのも、玉川村の一つの魅力づくりなのかなというふうに考えておりますので、

今回、このようなツアーを実施いたしましたので、こういうのを一つのきっかけにしながら、

さらにこれを広げていければというふうには考えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） ぜひ自転車を含めて、今、村長のほうから答弁がありましたように、

他の魅力ツアーというところも、ぜひ実現してほしいというふうにも考えるところです。 

  誘客活動につきましては、昨日、隣の須賀川市のほうの話になってしまいますが、こちら

も初めて台湾チャーター便を利用した初のベジタリアン向けのツアーが行われたというとこ

ろで、内容としましては、須賀川市にあります割烹万松のところで精進料理を食べたという

ところの内容になっております。メニューとしましては、刺身こんにゃく、しみ豆腐、地の

山菜などの精進料理が振る舞われて堪能したというふうな内容でした。 

  そうしますと、先ほどの村長からの答弁にもありました、玉川の魅力であります野菜関係

を使ったものなどもツアーの中に取り入れるような誘客活動、ツアーとなるかと思いますが、

地元にはそういったこぶしの里などもありまして、有名どころでいえば当然食べられていま

すそば関係になります。そばだけでは物足りませんので、天ぷらもあります。そちらを組み

合わせて、ぜひ台湾から来たお客さんに振る舞って、ツアーの中に盛り込んでいくとか、は
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たまた、一番一押しをしております乙な駅などのルート、要は乙字ヶ滝、特に公園を使いま

してのランタン関係等もやっておりますので、そういったものを取り入れていけばなという

ふうに考えますが、いかがでしょうか。お伺いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  まさに、このコースとか内容を設定するに当たりましては、議員が今お話ししたことにつ

きましては、参考にさせていただきたいなというふうに考えております。 

  食べ物と文化とか暮らしというもの、自然も含めたそういう暮らしと食べ物の部分の組合

せ、テロワールとしていろいろ発信していくことはとても大事だと思いますし、旅の楽しみ

の一つはやっぱり食べ物ですので、それを海のない玉川村が海のものを出しても、それはな

かなか喜ばれない部分が多いと思いますけれども、ここでしか食べられないものとか、ここ

で取ったものを、それをご提供するというのは最高のおもてなしになるのかなというふうに

思いますので、ただいま議員がお話しされたようなことにつきましても、参考にさせていた

だきたいなというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） ぜひとも実現できるように頑張っていきましょうというところにな

ります。 

  続きまして、３番目の質問に対しての再質問をさせていただきます。 

  今回、村のほうで本年度、通年を通しての実証をしていくクールビズ、ウオームビズの取

組をされるところなんですけれども、それに合わせて発信的な服装というところを伺ってお

ります。今のところは計画はありませんというところでしたけれども。そういったのを踏ま

えまして、地元、本県も、福島県の中でも既にそういった特徴のある、地域特徴のある服装

なんかも取り入れているという自治体も当然出てきております。 

  やはりこちらも、いち早く村のキャラクター、クックちゃんになりますけれども、キャラ

クターだったり、キャッチフレーズを入れたロゴポロシャツとか、そういったものを、親し

みやすい服装にして身近に情報なり魅力なりを発信できるような考えはないかというところ

になりますので、再度質問させていただきます。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  服装関係でございますが、やっぱり我々行政として取り組んでいる以上は、最低限のＴＰ
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Ｏは踏まえなきゃならないという部分は必要かなというふうには考えております。 

  そういう中におきまして、これは小針議員からのご質問がありまして、検討させていただ

くということで、今年の４月から実証として軽装の取組を実践しているところでございまし

て、やっぱりその場その場に合ったその服装というのは当然必要になってくるかと思います。 

  あとは、その統一した形で、例えばいわき市なんかはやっておりますし、ほかの市町村で

もそういうことを実践しているところはあるかと思いますけれども。 

  じゃ、玉川村にとって、それを実践する場合に、どんなものがふさわしいのかということ

も当然に検討しなければならないというふうに考えておりますので、そもそも、そういうこ

との必要性から、あとは他自治体の取組状況なども調査をさせていただきながら、これから

研究してまいりたいなというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） 今、村長からの答弁がありました。当然、私もそういった認識でお

りまして、品位を損なうような服装ではというところはありますので、そちらも踏まえなが

ら、今後調査研究のほうよろしくお願いをいたします。 

  続きまして、３番の再質問になりますけれども、役場入り口のリニューアルについてお伺

いしておりますが、ようこそ玉川へ、おいでよ玉川、こういったキャッチフレーズがある中

で、役場へようこそといった意味合いから、入り口ですね、役場入り口のところ、今現在整

備されまして、文化体育館及びグラウンドの入り口のところに、プランターの花が添えられ

て迎えているといった感じで、すごくこう印象のいい雰囲気になってきているなというふう

に感じているところです。そういったものを踏まえまして、役場入り口のリフォーム、リニ

ューアル、要は村で今掲げている強いメッセージだったりを掲げたりとか、そういった自然

のものを置いて、気分よく、ようこそ玉川へと迎え入れるといったところで、再度こういっ

た取組についての考えをお伺いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  我々は行政を執行しておりますが、サービス業であるというような認識で毎日毎日業務を

執行しているところでございます。そういう意味では、村民であるお客様を気持ちよくお迎

えするということはとても大事だと思いますし、村外の方もいらっしゃいますので、そうい

う方々も気持ちよくなれるように、そういうお出迎えをするのがまさにおもてなしだと思い

ますし、それも玉川村の魅力の発信の一つであるというふうには認識しております。 
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  そういう意味で、グラウンド入り口につきましては、ウエルカムロードという形で整備を

させていただきましたので、皆さん気持ちよくグラウンドのほうに足を運んでいただけるん

じゃないかなというふうに思います。 

  そういう意味では、その役場庁舎の部分について、どういう形でお迎えするのがいいのか

という部分について、内部でも意見を出し合いながら、研究してみたいなというふうには考

えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） ぜひ実現できるような研究のほうの取組をお願いいたします。 

  続きまして、４番目の質問の再質問をさせていただきます。 

  地元企業への魅力発信の協力依頼についてお伺いしておりますが、答弁の中では１社取り

組んでいるというところで、村のＰＲ動画再生なども行っているというところの答弁でした

が。協力をいただいている企業では、もっと村に協力をいただければなというふうな意見も

ございました。物産品にしても、試飲、試食、お土産、ＰＲ動画の更新など含めて、そちら

のほうも必要かと考えますが、そちらについてお伺いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  議員まさに、ただいまお話しのとおり、おただしのとおりだと私も認識しておりますので、

そういう地元の企業さんは本当それぞれのつながりがありますから、本当に村外の皆さんと

のやり取りも当然出てまいりますし、玉川村の魅力を発信する、そういうその機会も多いと

いうふうに考えておりますので、そういう意味では、さるなしのドリンクでしたり、あとは

そのパンフレット、あとはそのＤＶＤみたいなものについても、お預けして、それでそれを

活用していただいて、発信していただくということについては、今年度取り組んでまいりた

いなというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） ぜひ定期的に意見交換などをしまして、実現できるように、ご協力

のほうよろしくお願いいたします。 

  続きまして、再質問させていただきます。 

  今、企業の協力依頼というふうな質問から、今現在、役場のほうでも当然使用されており

ます封筒、身近な封筒あるかと思いますが、こちらもちょっと紹介になりますけれども、石

川町では、こういった通常使用されている封筒があるわけなんですけれども、こちらのほう



－66－ 

に企業などを、協力をいただいて、載せて、役場の情報とかも発信されているというような

封筒になるんですけれども、こちらは当然、企業の協力があってこれができているというふ

うなイメージになります。 

  村に例えますと、今、健康カレンダーのほうが年１回配布されていますけれども、あれに

似たようなイメージですね。カレンダー、健康カレンダーにつきましては、村内及び協力を

いただいた企業のほうに配布というような感じだと思うんですが、封筒につきましては村外

のほうにも使用される、そしてなおかつ地元企業にはこういった企業があります、そうしま

すと、村の魅力発信でしたりとか、企業の魅力だったりとかの発信がお互いにできるという

ふうなメリットがあるというふうに考えますが、こういったアイデアですけれども、につい

ての考えをお伺いします。 

○議長（小針竹千代君） 村長。 

○村長（須釡泰一君） 佐久間議員の再質問にお答えをいたします。 

  本当にその企業の皆さんの協賛を受けて実施するという部分については、大変重要な視点

だというふうに考えております。例えば今の封筒を例に取りますと、一つには経費の節減に

もつながりますし、あとは玉川村の魅力を発信する、併せて企業の魅力も発信できるという

部分につきましては、本当にいいアイデアだなというふうに感じておりますので、そのほか

に、封筒以外にどんなことが考えられるのかという部分についても、含めまして研究してま

いりたいというふうに考えています。これは、企業版ふるさと納税との関連の部分でどうや

っていくのか。 

  先ほど堀越議員のほうからもご質問ありました、その子育ての部分について、その企業の

協賛という部分を組み込めるような、そういう方策という部分についての検討はいかがなの

かというようなおただしもございましたので、その企業との連携という部分につきまして、

どのようにやれるのか、どう進めればいいのかも含めまして、他市町村の例なんかも調査し

ながら、今後研究してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（小針竹千代君） ３番。 

○３番（佐久間福男君） 様々な取組の中での魅力発信、情報発信のことについて質問させて

いただきました。並びに、いい感触のある答弁もいただきました。ぜひ一つ一つ前に進むよ

うな取組というところで、お願いをいたします。 

  我々も含め、今後さらに創意工夫で本村の魅力を発信し、選んでもらえる村づくりに取り

組んでいかなければならないと考えます。 



－67－ 

  以上で質問を終わります。 

○議長（小針竹千代君） これをもって、３番、佐久間福男議員の一般質問を終わります。 

  日程第１、一般質問は、本日は５名をもって終了とし、残りの３名については明日の再開

後に行うことといたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（小針竹千代君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

（午後 １時４６分） 

 


